
スプリング AOP（アスペクト指向プログラミング）

Spring AOP（アスペクト指向プログラミング）は、Springフレームワークの強力な機能で、ロギング、セキュ
リティ、トランザクション管理などの横断的な関心事をモジュール化することを可能にします。実践的なア
プローチで Spring AOP APIの基本を説明します。

1.主要な概念を理解する

APIに入る前に、以下を知っておく必要があります：‑アスペクト：横断的な関心事（例：ロギング）をカプ
セル化するモジュール。‑アドバイス：アスペクトが特定のポイントで実行するアクション（例：「メソッド
の実行前」または「メソッドの実行後」）。‑ポイントカット：アドバイスが適用されるべき場所を定義する述
語（例：特定のメソッドやクラス）。‑ジョインポイント：アスペクトが適用されるプログラム実行のポイン
ト（例：メソッド呼び出し）。
Spring AOPはプロキシベースであり、アスペクトを適用するためにビーンをプロキシでラップします。

2.プロジェクトの設定

Spring AOPを使用するには、以下が必要です：‑ Spring Bootプロジェクト（または AOP依存関係を持つ
Springプロジェクト）。‑ Mavenを使用している場合、pom.xmlに依存関係を追加します：xml <dependency>

<groupId>org.springframework.boot</groupId> <artifactId>spring-boot-starter-aop</artifactId>

</dependency> ‑コンフィギュレーションで AOPを有効にします（通常、Spring Bootでは自動的に有効になり
ますが、明示的に @EnableAspectJAutoProxyで有効にすることもできます）。

3.アスペクトの作成

Spring AOP APIを使用してアスペクトを定義する方法は以下の通りです：

例：ロギングアスペクト

import org.aspectj.lang.annotation.After;

import org.aspectj.lang.annotation.Aspect;

import org.aspectj.lang.annotation.Before;

import org.springframework.stereotype.Component;

@Aspect

@Component

public class LoggingAspect {

// Before アドバイス：メソッド実行前に実行
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@Before("execution(* com.example.myapp.service.*.*(..))")

public void logBeforeMethod() {

System.out.println(" サービスパッケージ内のメソッドが実行される前に実行されます");

}

// After アドバイス：メソッド実行後に実行
@After("execution(* com.example.myapp.service.*.*(..))")

public void logAfterMethod() {

System.out.println(" サービスパッケージ内のメソッドの実行が完了しました");

}

}

• @Aspect：このクラスをアスペクトとしてマークします。
• @Component：Springビーンとして登録します。
• execution(* com.example.myapp.service.*.*(..))：任意のパラメータと任意の戻り値を持つ serviceパ
ッケージ内の任意のクラスの任意のメソッドを意味するポイントカット式です。

4.一般的なアドバイスの種類

Spring AOPは複数のアドバイスアノテーションをサポートしています：‑ @Before：一致するメソッドの前に
実行。‑ @After：成功または失敗に関係なく、メソッドの後に実行。‑ @AfterReturning：メソッドが成功して
戻った後に実行。‑ @AfterThrowing：メソッドが例外をスローした場合に実行。‑ @Around：メソッドをラップ
し、実行を制御する（最も強力）。

例：Aroundアドバイス

import org.aspectj.lang.ProceedingJoinPoint;

import org.aspectj.lang.annotation.Around;

import org.aspectj.lang.annotation.Aspect;

import org.springframework.stereotype.Component;

@Aspect

@Component

public class PerformanceAspect {

@Around("execution(* com.example.myapp.service.*.*(..))")

public Object measureTime(ProceedingJoinPoint joinPoint) throws Throwable {

long start = System.currentTimeMillis();

Object result = joinPoint.proceed(); // メソッドを実行
long end = System.currentTimeMillis();
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System.out.println(" 実行時間: " + (end - start) + "ms");

return result;

}

}

• ProceedingJoinPoint：インターセプトされるメソッドを表します。
• proceed()：オリジナルのメソッドを呼び出します。

5.ポイントカット式

ポイントカットはアドバイスが適用される場所を定義します。一般的な構文：‑ execution(modifiers?
return-type declaring-type? method-name(params) throws?) ‑例：execution(public String com.example.myapp.service.MyService.get*(..))

‑ MyService内の「get」で始まるパブリックメソッドを一致させ、Stringを返します。
ポイントカットを組み合わせることもできます：

@Pointcut("execution(* com.example.myapp.service.*.*(..))")

public void serviceMethods() {}

@Before("serviceMethods()")

public void logBeforeService() {

System.out.println(" サービスメソッドが呼び出されました");

}

6.メソッドの詳細にアクセス

メソッドの引数、シグネチャ、またはメタデータにアクセスできます：

@Before("execution(* com.example.myapp.service.*.*(..))")

public void logMethodDetails(JoinPoint joinPoint) {

String methodName = joinPoint.getSignature().getName();

Object[] args = joinPoint.getArgs();

System.out.println(" メソッド " + methodName + " が " + args.length + " 引数で呼び出されました");

}

7.実行とテスト

• サービスクラス（例：MyService）を作成し、いくつかのメソッドを作成します。
• Springアプリケーションを実行します。
• アスペクトは一致するメソッドに自動的に適用されます。
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例：サービス

@Service

public class MyService {

public String sayHello(String name) {

return " こんにちは、" + name;

}

}

myService.sayHello("Alice")を呼び出すと、ロギングまたはパフォーマンスアスペクトが動作します。

ヒント

• パフォーマンス：AOPはプロキシによるオーバーヘッドを追加するため、慎重に使用してください。
• 範囲：Spring AOPは Spring管理ビーンのみに機能します。非 Springオブジェクトの場合は、AspectJ（よ
り強力な代替手段）を検討してください。
• デバッグ：org.springframework.aopのデバッグログを有効にして、プロキシがどのように適用されるか
を確認します。

特定の使用例があるか、特定の実装で問題がある場合は、お知らせください。さらに説明をカスタマイズし
ます！
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